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要   旨：   北欧およびアメリカの食事とは対照的に、伝統的な地中海食事はかなり多量の

植物性食品を含有する；高い血漿コレステロール値など冠状動脈性心疾患(CHD)

の他の典型的な危険因子の間の類似性にもかかわらず、二つの食事形式の間のこ

の顕著な相違は冠状動脈性心疾患およびある種癌の発症の低いリスクと関連する。 

 

過度のフリーラジカル生成の関与および抗酸化物摂取と上記疾患の発症低下を

関連づける多数の疫学研究が、食事性の抗酸化物が保護する役割を演じるはずで

あると示している。 

 

地中海沿岸の食事は多量の植物性食品（果物、野菜、パン、ナッツ、種子；   

ワインおよびオリーブ油）で特徴づけられる（もっと良いのは、特徴づけられた）、

地中海食事に多い食事性抗酸化物およびワインの潜在能力の、ヒトの疾患と関連

づけた再検討がこの論文に含まれる。 

 


